
利用時間  10時～18時
（土、日、祝日は17時まで）
（金曜日の三日月館は19時まで）図書館からのお知らせ
ホームページ  
http://library.city.ogi.saga.jp

おぎの歴史

探検隊 　小城町晴気東小松に
あった「小松山建保寺」
は蘭

らん

渓
けい

道
どう

隆
りゅう

の開山とされ
ますが、その前に筑後三

みずま

潴生まれの僧、神子栄尊が
修行していたことがあります。
　栄尊禅師は初めの名を口

こう

光
こう

といい、平
たいらのきよもり

清盛の甥保
やす

盛
もり

の家人平
たいらのやすより

康頼の子といわれます。
　康頼は中原氏の出で、後に平姓を賜りますが、安
元３（1177）年、鹿ケ谷の陰謀（京都で起こった平
家打倒の謀議）に加担したとして薩摩国鬼界が島（現
在の硫

い

黄
おう

島
じま

）に配
はい

流
る

されます。その折、三潴在の藤
ふじ

吉
よし

種
たね

継
つぐ

の娘と結ばれ誕生したのが口光（後の栄尊禅
師）です。生まれたとき口から光を放っていたとい
われます。
　栄尊禅師が20歳になった建保２（1214）年、肥前

晴気の小松山に庵を結び修行します。
　なぜ小松山を選んだのか。康頼の主である保盛の
いとこ、平

たいらのしげもり

重盛（平清盛の子）を小松殿といいます
が、そのゆかりの地であったことが考えられます。
　後の小松山建保寺に祀られてい
た木造千手観音菩薩立像（佐賀県
重要文化財）は、この時栄尊禅師
によってもたらされたのではない
かと考えます。
　３年の間敷居を跨

また

ぐことなく修
行したといわれますが、その後、
上
こう

野
ずけ

（群馬県）長楽寺の釈
しゃく

円
えん

栄
えい

朝
ちょう

に参じ、臨済宗の僧、円
えん

爾
に

弁
べん

円
えん

（聖
一国師）と出会うことになり行動
を共にします。（続）� 小城郷土史研究会／著
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神
じん

子
し

栄
えい

尊
そん

禅師、小松山で修行 〈その１〉

▲�木造千手観音
菩薩立像（佐賀
県重要文化財）

　現代との生活の違いについて考えるくらしのうつ
りかわり展を開催中です。
　柱時計や黒電話、教科書などを展示しています。
◆期間　～２月25日（日）
◆場所　歴史資料館　企画展示室
◆観覧料　無料

令和５年度「むかしの道具にみるくらし
のうつりかわり展」を開催中です

　中林梧竹の屏風の名品を展示し、梧竹の書歴をた
どります。
　今年度寄贈された初公開の屏風も展示しています。
◆期間　～３月３日（日）
◆場所　中林梧竹記念館　常設展示室
◆観覧料　200円（大学生以下無料）

令和５年度 中林梧竹記念館収蔵品展
「屏風の名品」を開催中です

▲懐かしい道具が並んでいます ▲「古文八
はち
曲
きょく
屏風」
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